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選
択
と
集
中
で
基
幹
管
路

更
新
に
注
力

新
潟
市
の
導
・
送
・
配
水

管
路
の
総
延
長
は
約
４
４
０

０
㌔
。
こ
の
う
ち
６
割
（
約

２
６
０
０
㌔
）
を
鋳
鉄
管
が

占
め
て
お
り
、
さ
ら
に
φ
５

０
０
～
１
０
０
０
の
ダ
ク
タ

イ
ル
鉄
管
は
約
１
８
０
㌔
に

及
ぶ
。
基
幹
管
路
の
耐
震
化

率
は
50
・
５
％
と
、
政
令
市

の
中
で
は
５
番
目
に
高
い
水

準
を
維
持
し
て
い
る
。

新
潟
市
は
２
０
２
４
年
１

月
の
能
登
半
島
地
震
で
も
液

状
化
被
害
が
発
生
し
た
が
、

基
幹
管
路
に
は
被
害
が
な

く
、
広
域
断
水
を
回
避
し
て

い
る
。「
当
市
で
は
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
選
択
と

集
中
を
行
い
、
重
要
な
基
幹

管
路
の
更
新
に
注
力
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
２
０
３
４
に
基
づ
い

た
継
続
的
な
更
新
・
整
備
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
耐
震
性
の

強
化
を
図
る
方
針
で
す
」
と

同
市
水
道
局
の
樋
口
好
人
・

技
術
部
管
路
課
長
は
話
す
。

目
標
の
達
成
を
見
据
え
た

効
果
的
な
更
新
工
事
を
図
る

た
め
、
同
局
で
は
φ
５
０
０

の
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管

の
採
用
を
視
野
に
入
れ
た
試

験
施
工
に
取
り
組
ん
で
い

る
。大
橋
正
人
・
管
路
課
課
長

補
佐
は
「
現
在
当
局
で
は
西

区
の
青
山
浄
水
場
か
ら
内
野

配
水
場
ま
で
６
６
８
０
㍍
を

つ
な
い
で
い
る
φ
５
０
０
の

送
水
管
の
更
新
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
工
事
区
域
に
は

Ｊ
Ｒ
の
軌
道
下
を
推
進
工
法

で
更
新
す
る
区
間
と
開
削
工

法
で
更
新
す
る
区
間
が
あ

り
、
こ
の
う
ち
開
削
区
間
で

Ｇ
Ｘ
形
管
の
試
験
施
工
を
予

定
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す

る
。
試
験
施
工
の
対
象
延
長

は
２
５
７
・
９
㍍
、工
期
は
７

月
か
ら
来
年
１
月
末
ま
で
。

試
験
施
工
を
検
討
し
た
背

景
と
し
て
、樋
口
課
長
は「
従

来
の
大
口
径
Ｎ
Ｓ
形
管
で
の

施
工
に
お
い
て
施
工
不
具
合

が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
り
、

全
数
写
真
管
理
や
毎
年
の
技

術
研
修
・
指
導
等
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
施
工
不
具

合
の
要
因
の
一
つ
と
し
て

は
、
新
潟
市
特
有
の
地
下
水

の
高
さ
や
粘
性
土
地
盤
等
に

よ
る
掘
削
や
地
下
水
処
理
・

床
付
け
・
継
手
掘
が
困
難
な

環
境
に
加
え
、
耐
震
継
手
の

施
工
管
理
が
や
や
複
雑
な
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
」

と
話
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
同

局
は
日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管

協
会
等
を
通
じ
て
よ
り
簡
便

で
確
実
な
施
工
が
可
能
な
耐

震
継
手
の
開
発
を
要
望
し
て

お
り
、
課
題
解
決
に
寄
与
す

る
製
品
技
術
と
し
て
着
目
し

た
の
が
Ｇ
Ｘ
形
管
だ
っ
た
。

「
Ｇ
Ｘ
形
管
で
は
、
押
輪
ボ

ル
ト
削
減
に
よ
る
接
合
・
継

手
チ
ェ
ッ
ク
の
作
業
時
間
短

縮
や
受
け
口
端
面
と
押
輪
の

メ
タ
ル
タ
ッ
チ
構
造
に
よ
る

施
工
管
理
の
簡
略
化
な
ど
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

押
輪
底
部
ボ
ル
ト
を
削
減
し

た
こ
と
で
継
手
堀
部
の
掘
削

深
が
浅
層
化
で
き
、
施
工
コ

ス
ト
の
削
減
も
期
待
で
き
ま

す
」。

最
新
の
技
術
で
省
力
化
と

施
工
品
質
向
上
の
両
立
を

Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
呼
び
径
５
０
０
～
１
０
０
０
が
２
０
２
４
年
８
月
に
日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
協
会
の

規
格
品
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｓ
形
管
と
同
等
の
継
手
性
能
を
有
し
、
メ
タ
ル
タ
ッ
チ
構
造
、
ボ
ル
ト
本
数
の
削
減
・
管

下
ボ
ル
ト
レ
ス
、
接
合
部
品
の
施
工
性
向
上
と
い
っ
た
特
長
に
よ
り
、
確
実
な
施
工
、
施
工
時
間
の
短
縮
を
実
現

し
た
。
そ
こ
で
本
紙
で
は
、
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
呼
び
径
５
０
０
～
１
０
０
０
の
採
用
を
進
め
て
い
る
新
潟

市
、
富
士
市
、
光
市
の
取
り
組
み
や
評
価
な
ど
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
同
製
品
を
紹
介
し
た
。

管
路
の
老
朽
化
対
策
と

耐
震
化
事
業
を
推
進

静
岡
県
富
士
市
の
水
道
事

業
は
、
令
和
７
年
３
月
現
在

の
給
水
人
口
が
22
万
９
８
８

９
人
、
上
水
道
普
及
率
は

93
・
６
％
。
富
士
山
由
来
な

ど
の
地
下
水
を
水
源
と
し
て

お
り
、
水
質
が
良
好
で
安
定

し
て
い
る
た
め
、
浄
水
処
理

は
塩
素
滅
菌
の
み
と
な
っ
て

い
る
。
主
な
施
設
は
、
水
源

地
85
カ
所
、
配
水
池
61
池
、

管
路
の
総
延
長
は
約
１
３
７

６
㌔
。
令
和
６
年
度
の
年
間

総
配
水
量
は
約
３
７
３
２

万
立
方
㍍
、
有
収
率
は
69
・

９
％
。

現
在
、
富
士
市
上
下
水
道

部
水
道
工
務
課
で
は
、
管
路

の
老
朽
化
対
策
と
耐
震
化
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。

小
野
田
雄
・
水
道
工
務
課

工
務
担
当
統
括
主
幹
は
、
管

路
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い

て
「
布
設
か
ら
60
年
を
超
え

る
φ
75
以
上
の
管
を
対
象
と

し
て
、
毎
年
約
９
㌔
程
度
の

ペ
ー
ス
で
布
設
替
え
を
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

は
、
布
設
後
の
経
過
年
数
に

応
じ
た
更
新
で
は
な
く
、
Ａ

Ｉ
等
を
活
用
し
た
管
路
の
漏

水
リ
ス
ク
評
価
な
ど
に
基
づ

き
優
先
度
を
設
定
し
て
、
リ

ス
ク
を
把
握
、
管
理
し
な
が

ら
長
期
的
な
視
点
で
計
画
的

に
更
新
を
行
う
こ
と
に
方
針

転
換
し
て
い
ま
す
」
と
説
明

す
る
。

小
野
田
統
括
主
幹
は
続
け

て
、
耐
震
化
事
業
に
つ
い
て

「
重
要
配
水
池
や
取
水
拠
点

に
送
水
し
て
い
る
管
路
と
病

院
な
ど
の
重
要
施
設
へ
配
水

し
て
い
る
φ
75
以
上
の
管
路

の
う
ち
、
耐
震
性
の
低
い
管

路
を
優
先
し
て
、
更
新
し
て

い
ま
す
。
毎
年
約
４
㌔
の
布

設
替
え
工
事
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
対
象
管
路

１
１
７
・
８
㌔
の
う
ち
70
・

６
㌔
の
耐
震
化
が
完
了
し
て

い
ま
す
」
と
語
る
。

φ
５
０
０
の
Ｇ
Ｘ
形
管
を

約
２
０
０
㍍
施
工

富
士
市
の
水
道
事
業
は
８

つ
の
水
系
か
ら
な
り
、
富
士

水
系
は
最
大
の
配
水
区
域
で

あ
り
、
全
体
配
水
量
の
３
分

の
１
程
度
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
約
72
％
の
水

を
配
水
す
る
岩
松
配
水
池

は
、
４
基
あ
る
う
ち
の
２
基

の
タ
ン
ク
が
、
老
朽
化
と
と

も
に
耐
震
性
が
低
く
、
ま

た
、
付
近
に
は
入
山
瀬
断
層

が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
大
規
模
地
震
時
の
リ
ス

ク
分
散
と
し
て
、
新
た
な
場

所
に
富
士
中
央
配
水
池
（
Ｐ

Ｃ
製
、
容
量
４
０
０
０
立
方

㍍
×
２
基
）
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。
令
和
３
年
度
に
詳

細
設
計
を
行
い
、
４
年
度
に

工
事
に
着
手
、
今
年
度
に
事

業
が
完
了
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

富
士
中
央
配
水
池
の
整
備

に
伴
い
、
既
存
水
源
か
ら
の

導
水
管
（
φ
４
０
０
、
Ｇ
Ｘ

形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
）
を
２

０
１
３
・
２
㍍
整
備
し
て
い

る
。
ま
た
、
配
水
池
と
φ
４

５
０
の
既
設
配
水
管
を
つ
な

ぐ
φ
５
０
０
の
配
水
管
な
ど

を
整
備
、
φ
５
０
０
の
管
路

の
う
ち
７
７
８
・
３
㍍
は
Ｎ

Ｓ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
、
１

９
９
・
３
㍍
は
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク

タ
イ
ル
鉄
管
を
採
用
し
て
い

る
。稲

垣
尊
士
・
水
道
工
務
課

工
務
担
当
主
幹
は
、
新
た
に

開
発
さ
れ
た
大
口
径
の
Ｇ
Ｘ

形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
を
採
用

し
た
経
緯
に
つ
い
て
「
φ
５

０
０
の
配
水
管
は
昨
年
度
ま

で
は
Ｎ
Ｓ
形
管
を
用
い
て
い

ま
し
た
が
、
施
工
業
者
か
ら

『
管
下
の
押
輪
～
受
口
端
面

間
隔
の
管
理
に
苦
労
し
て
い

る
』、『
ボ
ル
ト
の
本
数
が
14

本
あ
り
接
合
作
業
が
大
変
』

と
い
っ
た
声
を
伺
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
今

年
１
月
に
管
材
メ
ー
カ
ー
の

担
当
者
か
ら
大
口
径
の
Ｇ
Ｘ

形
管
が
販
売
開
始
し
、
日
本

ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
協
会
の
規

格
化
が
さ
れ
た
と
紹
介
を
受

け
ま
し
た
。
当
該
工
事
の
現

場
は
近
隣
に
店
舗
が
立
ち
並

び
、
交
通
量
が
多
い
こ
と
か

ら
、
施
工
は
夜
間
に
行
っ
て

い
る
た
め
、
よ
り
短
時
間
で

作
業
を
終
え
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｇ
Ｘ
形

管
は
、
Ｎ
Ｓ
形
管
と
同
等
の

耐
震
性
能
を
確
保
し
つ
つ
、

メ
タ
ル
タ
ッ
チ
構
造
に
よ
り

押
輪
～
受
口
端
面
間
隔
の
管

理
が
不
要
と
な
る
な
ど
、
施

工
性
の
大
幅
な
向
上
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
採
用
を
決

定
し
ま
し
た
」と
説
明
す
る
。

φ
５
０
０
の
Ｇ
Ｘ
形
管
の

施
工
は
、
７
月
か
ら
８
月
の

約
１
カ
月
間
で
実
施
し
た
。

大
き
な
問
題
も
な
く
、
順
調

に
施
工
は
進
み
、
予
定
通
り

完
了
し
た
と
い
う
。

小
泉
泰
佑
・
水
道
工
務
課

工
務
担
当
上
席
技
師
は
「
設

計
、
積
算
は
直
営
で
実
施
し

ま
し
た
。
設
計
は
Ｎ
Ｓ
形
管

と
大
き
く
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

は
な
く
、
ま
た
、
積
算
に
つ

い
て
は
、
公
的
歩
掛
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
管
材
メ
ー
カ
ー

か
ら
い
た
だ
い
た
参
考
歩
掛

を
基
に
行
う
こ
と
で
、
特
に

難
し
い
と
思
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
施
工
業
者

か
ら
は
『
メ
タ
ル
タ
ッ
チ
構

造
に
よ
り
、
ト
ル
ク
管
理
や

押
輪
～
受
口
端
面
間
隔
の
管

理
が
不
要
に
な
っ
た
う
え
、

ボ
ル
ト
本
数
が
半
分
以
下
に

減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
管

下
ボ
ル
ト
レ
ス
構
造
に
よ
り

管
下
作
業
が
不
要
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
施
工
が
容

易
と
な
り
、
接
合
時
間
も
大

幅
に
短
縮
で
き
ま
し
た
』
と

い
っ
た
声
を
聞
い
て
い
ま

す
」
と
振
り
返
る
。

今
後
も
管
路
の
更
新
や

耐
震
化
を
積
極
的
に
推
進

最
後
に
、
稲
垣
主
幹
は
大

口
径
の
Ｇ
Ｘ
形
管
の
採
用
方

針
に
つ
い
て
「
施
工
業
者
か

ら
の
評
価
は
上
々
で
、
施
工

性
の
向
上
を
確
認
で
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
現
場

で
は
積
極
的
に
使
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

ま
た
、
小
野
田
統
括
主
幹

は
「
管
路
の
老
朽
化
が
進
行

し
て
い
る
な
か
、
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
に
備

え
、
今
後
も
管
路
の
更
新
や

耐
震
化
を
積
極
的
に
推
進

し
、
安
定
給
水
の
維
持
に
努

め
て
い
き
ま
す
」
と
今
後
の

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

同
局
で
は
管
材
メ
ー
カ
ー

か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

協
力
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
を

契
機
に
、
施
工
管
理
の
負
担

軽
減
や
施
工
品
質
向
上
の
可

能
性
の
検
討
と
、
φ
５
０
０

Ｇ
Ｘ
形
管
の
基
礎
デ
ー
タ
採

取
を
目
的
と
し
て
試
験
施
工

の
実
施
を
決
定
し
た
。「
こ

の
試
験
施
工
は
大
口
径
の
Ｇ

Ｘ
形
管
が
日
本
ダ
ク
タ
イ
ル

鉄
管
協
会
規
格
で
あ
る
こ
と

や
Ｇ
Ｘ
形
管
の
優
位
性
、
将

来
へ
の
投
資
と
い
う
財
政
部

署
の
理
解
向
上
を
踏
ま
え
、

今
後
の
公
的

歩
掛
の
完
成

を
見
据
え
た

本
格
採
用
の

準
備
と
考
え

て
い
ま
す
」

（

樋

口

課

長
）。公

的
歩
掛

が
な
い
な

か
、
試
験
施

工
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て

は
受
注
者
の

協
力
も
重
要

と
な
っ
た
。

大
橋
課
長
補

佐
は
「
材
料
は
Ｎ
Ｓ
形
管
と

し
て
発
注
し
、
受
注
者
の
協

力
を
得
て
管
工
共
に
見
積
に

よ
る
設
計
変
更
対
応
と
し
ま

し
た
。
土
工
な
ど
は
Ｎ
Ｓ
形

管
と
同
様
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
継
手
形
式
へ

の
円
滑
な
対
応
を
図
る
た

め
、
管
材
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

施
工
事
業
者
向
け
の
事
前
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
」
と

説
明
す
る
。
事
前
講
習
会
で

は
Ｇ
Ｘ
形
管
の
接
合
手
順
と

利
点
・
留
意
点
、
解
体
や
切

管
の
方
法
に
つ
い
て
解
説
し

た
ほ
か
、
協
会
規
格
の
施
工

管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
演
と
技

術
指
導
も
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
施
工
時
の
受
注
者
の

反
響
も
調
査
し
て
い
く
予
定

だ
と
い
う
。

Ｇ
Ｘ
形
管
に
関
す
る
要
望

と
し
て
樋
口
課
長
は
「
大
口

径
管
は
長
寿
命
化
の
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
た
め
、
φ
４
５

０
以
上
の
Ｇ
Ｘ
形
管
に
も
外

面
耐
食
塗
装
の
製
品
が
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
φ

５
０
０
の
Ｇ
Ｘ
形
管
は
Ｎ
Ｓ

形
管
と
比
べ
て
や
や
高
価
な

た
め
、
将
来
的
に
安
価
に
な

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
か

ら
、
基
幹
管
路
の
大
半
は
国

庫
補
助
事
業
と
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
補
助
工
事

に
適
用
で
き
る
公
的
歩
掛
の

完
成
は
早
期
に
実
現
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」と
語
る
。

最
後
に
「
建
設
業
を
担
う
技

術
者
の
減
少
に
伴
い
、
施
工

品
質
の
管
理
は
ま
す
ま
す
困

難
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｘ
形
管
の

よ
う
に
最
新
の
技
術
が
省
力

化
を
実
現
し
つ
つ
、
施
工
品

質
の
向
上
と
い
う
命
題
に
対

し
て
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に

製
品
技
術
の
面
か
ら
対
応
し

て
い
く
重
要
性
を
強
調
し

た
。

旧
軍
用
水
道
引
き
継
ぎ

４
期
の
拡
張
事
業
実
施

山
口
県
東
南
部
に
位
置
す

る
光
市
の
水
道
事
業
は
第
２

次
世
界
大
戦
後
、
旧
光
海
軍

工
廠
の
水
道
施
設
（
国
有
財

産
）
の
使
用
許
可
を
受
け
、

１
９
４
６
年
１
月
か
ら
市
内

へ
の
給
水
を
暫
定
的
に
開
始

し
た
。
１
９
４
８
年
11
月
に

光
市
水
道
事
業
運
営
の
認
定

お
よ
び
事
業
認
可
を
取
得

後
、
４
次
の
拡
張
事
業
を
経

て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
度
末
現
在
で

給
水
人
口
４
万
５
６
２
５

人
、
１
日
最
大
給
水
量
２
万

９
１
４
３
立
方
㍍
、
普
及
率

95
・
８
％
、
有
収
率
90
・
６
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
施
設

は
浄
水
場
１
カ
所
、
配
水
池

11
カ
所
な
ど
を
有
し
、
水
源

は
島
田
川
の
伏
流
水
で
、
暫

定
給
水
時
か
ら
自
然
流
下
方

式
の
配
水
を
継
続
し
て
い

る
。管

路
総
延
長
は
36
万
４
３

０
３
㍍
で
、
最
大
口
径
は
９

０
０
㍉
。
管
種
別
延
長
で
は

ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
が
総
延

長
の
約
40
％
を
占
め
て
お

り
、
２
０
２
４
年
度
末
現
在

で
基
幹
管
路
の
耐
震
管
率

41
・
０
％
、
基
幹
管
路
の
耐

震
管
適
合
率
45
・
５
％
、
管

路
更
新
率
０
・
６
５
％
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

藤
井
訓
司
・
光
市
水
道
局

工
務
課
長
は
「
本
市
の
『
光

市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
』
は

展
望
編
（
２
０
１
７
年
８
月

策
定
）
と
、
実
現
編
（
２
０

１
８
年
８
月
策
定
）
の
２
部

構
成
と
し
て
い
ま
す
。
展
望

編
で
は
課
題
と
あ
る
べ
き
姿

な
ど
を
全
職
員
で
抽
出
し
、

実
現
編
は
10
年
間
で
行
う
具

体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
示

し
て
い
ま
す
。
実
現
編
で

は
、
中
長
期
的
な
視
点
で
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手

法
を
活
用
し
、
優
先
順
位
付

け
に
よ
る
事
業
費
の
平
準
化

と
、
水
需
要
動
向
を
見
据
え

た
施
設
の
効
率
化
、
維
持
管

理
の
充
実
化
な
ど
に
よ
り
、

可
能
な
限
り
水
道
施
設
の
延

命
化
を
図
り
つ
つ
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
、
効
果
的
な
更

新
・
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま

す
」
と
紹
介
す
る
。

送
水
管
整
備
で
今
年
度
か

ら
φ
６
０
０
Ｇ
Ｘ
管
採
用

光
市
唯
一
の
林
浄
水
場

と
、
光
市
最
大
の
清
山
配
水

池
の
間
約
２
・
７
㌔
は
、
φ

４
５
０
鋳
鉄
管
（
１
９
３
９

年
布
設
）
と
、
φ
６
０
０
鋼

管
（
１
９
６
１
年
布
設
）
の

送
水
管
２
本
で
つ
な
が
っ
て

い
る
。
光
市
で
は
『
光
市
水

道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
（
実
現

編
）』
に
掲
げ
る
管
路
整
備

計
画
の
基
幹
管
路
更
新
計
画

に
基
づ
き
、
老
朽
化
し
た
基

幹
管
路
の
φ
４
５
０
鋳
鉄
管

を
、
φ
６
０
０
の
耐
震
管
に

更
新
す
る
清
山
送
水
管
整
備

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

阿
武
（
あ
ん
の
）
大
輔
・

光
市
水
道
局
工
務
課
計
画
係

送
水
施
設
担
当
係
長
は
「
清

山
送
水
管
整
備
事
業
の
施
工

期
間
は
５
カ
年
（
２
０
２
２

～
２
０
２
６
年
度
）
で
、
社

会
資
本
総
合
交
付
金
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
当
初
は
φ
６

０
０
Ｎ
Ｓ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳

鉄
管
（
以
下
、
φ
６
０
０
Ｎ

Ｓ
形
管
）
を
採
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
７
月
の
工
事

か
ら
φ
６
０
０
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
（
以
下
、
φ

６
０
０
Ｇ
Ｘ
形
管
）
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
２
０

２
３
年
の
東
京
水
道
展
で
実

物
を
見
て
い
た
こ
と
と
、

メ
ー
カ
ー
担
当
者
が
今
年
１

月
の
販
売
開
始
を
連
絡
し
て

き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

φ
６
０
０
Ｎ
Ｓ
形
管
と
の
コ

ス
ト
お
よ
び
施
工
性
な
ど
の

比
較
を
行
い
ま
し
た
」
と
説

明
す
る
。

藤
井
課
長
は
「
φ
６
０
０

Ｎ
Ｓ
形
管
と
の
比
較
で
は
、

φ
６
０
０
Ｇ
Ｘ
形
管
の
方
が

施
工
費
は
や
や
割
高
で
し

た
。
た
だ
、
施
工
現
場
の
大

部
分
は
市
内
で
も
交
通
量
の

多
い
道
路
で
あ
り
、
時
間
的

制
約
が
あ
る
中
で
の
開
削
工

事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
工

時
間
内
に
即
日
復
旧
し
、
通

行
規
制
を
解
除
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
φ
６
０
０
Ｇ

Ｘ
形
管
は
本
体
と
押
輪
の
メ

タ
ル
タ
ッ
チ
接
合
で
、
ボ
ル

ト
ナ
ッ
ト
の
ト
ル
ク
管
理
が

不
要
な
た
め
、
作
業
時
間
の

大
幅
な
短
縮
が
期
待
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
昼
間
作
業
で

熱
中
症
対
策
な
ど
が
求
め
ら

れ
る
中
、
φ
６
０
０
Ｇ
Ｘ
形

管
の
施
工
性
は
効
果
的
で
、

販
売
開
始
を
望
ん
で
い
た
製

品
で
し
た
の
で
、
非
常
に
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
」
と
評

価
す
る
。

他
工
事
で
採
用
検
討
や

更
な
る
製
品
開
発
期
待

今
後
の
採
用
方
針
に
つ
い

て
は
、
藤
井
課
長
は
「
清
山

送
水
管
整
備
事
業
の
う
ち
、

延
長
約
１
・
２
㌔
を
φ
６
０

０
Ｇ
Ｘ
形
管
で
布
設
す
る
計

画
で
、
引
き
続
き
採
用
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、『
光
市

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
（
実
現

編
）』
の
目
標
年
度
が
２
０

２
７
年
度
ま
で
で
す
の
で
、

こ
の
目
標
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
他
の
管
路
更
新
工
事
で

も
採
用
を
積

極
的
に
検
討

し
て
い
き
ま

す
。
な
お
、

φ
６
０
０
Ｇ

Ｘ
形
管
の
施

工
前
に
は
、

メ
ー
カ
ー
担

当
者
が
市
内

工
事
業
者
ら

を
対
象
と
し

た
接
合
講
習

会
を
開
催
し

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
語

る
。一

方
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
へ

の
要
望
と
し
て
、
阿
武
係
長

は
「
設
計
段
階
か
ら
施
工
歩

掛
な
ど
に
つ
い
て
、
メ
ー

カ
ー
担
当
者
と
情
報
共
有
し

な
が
ら
対
応
し
、
会
所
掘
り

の
深
さ
な
ど
判
断
困
難
箇
所

は
Ｎ
Ｓ
形
管
の
歩
掛
を
参
考

に
し
ま
し
た
。
た
だ
、
Ｇ
Ｘ

形
管
は
管
下
の
ボ
ル
ト
締
め

作
業
が
少
な
い
た
め
、
現
行

の
掘
削
寸
法
よ
り
も
浅
く
で

き
る
と
考
え
て
お
り
、
土
工

で
の
メ
リ
ッ
ト
が
反
映
さ
れ

た
歩
掛
表
が
で
き
れ
ば
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
体
化

長
さ
の
範
囲
内
で
継
輪
を
使

用
す
る
際
の
接
合
部
材
も
開

発
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

施
工
管
理
改
善
や
コ
ス
ト
効
果
検
証

施
工
事
業
者
向
け
に
事
前
講
習
会
も

施
工
性
の
向
上
を
確
認

接
合
時
間
を
大
幅
に
短
縮

施
工
性
向
上
や
作
業
短
縮
へ

施
工
前
に
工
事
者
講
習
会
開
催

小野田統括主幹

富
士
市
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道
部
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樋口課長大橋課長補佐

事前講習会ではＧＸ形管の接合手順など
について解説

藤井課長阿武係長

採用が進むＧＸ形ダクタイル鉄管呼び径５００～１０００

稲垣主幹小泉上席技師

φ500ＧＸ形ダクタイル鉄管の施工状況

送水管整備事業でφ
600ＧＸ形管を布設

施工前に市内工事業者らを対象に
接合講習会を開催


